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Webロガー（形式：TL2R2）の
CIPL対応、およびFOMA端末を使用した
Webロガーへのアクセスについて

　Interface＆Network News 2（No.18）
（『エムエスツデー』誌2008年2月号
掲載）では、Webロガー（現場設置形
Web対応データロガー）で使用してい
るDoPa回線が廃止された後のFOMA
回線への対応として、市販のFOMA互
換アダプタを使用して動作確認を実施
し、正常に動作することを報告させて
いただきました。
　同様に、このほどKDDIのCIPL網を
利用する場合のため、CIPL互換アダプ
タを使用したシステムの動作確認を行
い、これもまた正常に動作することが確
認できましたので、ここにご報告します。
　今回は、CIPL端末（モデム）としてサ
ンデン（株）製「モデルノ」（CIPL通信タイ
プ、DoPa互換CIPLモジュール）を使用
して動作確認を行いました。
　すでにWebロガーをDoPa回線に接
続して使用されている場合、回線端末と
してはDoCoMoのパケット通信機「モバ

イルアーク」をご使用いただいていたと
思いますが、この「モバイルアーク」を「モ
デルノ」（CIPLタイプ）に変更し、回線契
約をCIPLに切り換えていただきます。
　なお、CIPL端末（モデム）を使用する
ためには、新たにCIPL通信回線につい
てKDDIと契約する必要があります。
　動作確認の結果は、前回ご報告した
FOMA端末の場合と同様、Webロガー
にインターネットエクスプローラ（IE）
でアクセスした場合、および上位の監
視用パソコンの専用ソフトウェアでテ
レコンポーネントライブラリ（形式：
TL2COM）を経由して通信を行った場
合、共に問題なく使用できました。
　このように「モデルノ」を使用されれ
ば、DoPa回線からCIPL通信回線への
変更、およびDoPa回線とCIPL通信回
線の混在使用にも対応可能になります
（図1参照）。
　また、上記に加えて、別途Webロガー
と通信するPC側にCFカードタイプの
FOMA端末を接続し、Webロガー、お
よびPC双方とも無線によるデータ通信
の動作確認を行いました。今回は、PC

側FOMA端末としてNTT DoCoMo製 
コンパクトフラッシュ形データ通信カー
ド（形式：FOMA P2403）を使用しまし
た。なお、Webロガー側FOMA端末（モ
デム）としてサンデン（株）製「モデルノ」
（FOMA通信タイプ、DoPa互換FOMA
モジュール）を使用しました（図2参照）。
　その結果、FOMA端末を接続した
PC側からWebロガーへのアクセスが
可能であることが確認できました。こ
のシステムをご利用いただけば、Web
ロガー側、PC側双方ともケーブル敷設
の必要がなくなります。また、動作確認
に使用したFOMA端末（P2403）はCF
カードタイプの端末であるため手軽に
持ち運べ、FOMA端末が設定されてい
るすべてのPCで利用可能です。つまり、
FOMA回線のサービスエリア内からな
ら、どこからでもWebロガーの状態を
監視することができます。 ■

注）「モデルノ」（CIPLタイプ）のお問合せ先：
 サンデン（株）電子事業部
 モデムグループ
 〒110-8555東京都台東区台東1-31-7
 TEL：03-3833-7492

 【（株）エム・システム技研　システム技術部】
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図2　試験時のシステム構成図（FOMA網）
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絶縁2出力小形信号変換器
みにまるW2シリーズ
パルスアイソレータ（形式：W2PP）

　今回は、絶縁2出力小形信号変換
器みにまるW2シリーズの新形パル
スアイソレータ（形式：W2PP、図1
参照）をご紹介します。
　エム・システム技研は、パルスア
イソレータ機能をもつ製品として、
すでにコンパクト変換器みにまるシ
リーズの絶縁1出力パルスアイソレー
タ（形式：M2PP）をご提供していま
す（図2参照）。
　このM2PPの基本的な仕様を踏
襲するとともに、絶縁されたパルス
信号を2つ出力する機能をもった新
形パルスアイソレータが、このほど
開発したW2PPです（表1参照）。
　 では、具 体的にどんなときに
W2PPをご利用いただけるのでしょ
うか。
　各種ON ／OFFパルス信号をPLC
に取り込むとともにパルスカウンタ
に入力して積算する場合に、パルス
アイソレータで絶縁するシステムを
考えます（図3参照）。
　このシステムにおいては、以下の場
合、絶縁1出力形のM2PP 1台だけ
でシステムを構築するのは困難です。
　1．PLCとパルスカウンタの間も絶

縁したい
　2．PLCが電圧パルス入力形であ
るのに対し、パルスカウンタはオー
プンコレクタ入力形である
　しかしご安心ください。W2PP
の第2出力コードの種類は、第1出
力と同様ですが、それぞれに別の
コードをご指定いただけます。つま
り、第1出力にはPLC用として電圧
パルスを、また第2出力にはパルス
カウンタ用としてオープンコレクタ
出力を選択することができます。そ
して、電源−入力−第1出力−第2
出力間は、各々 AC2000Vの4ポー
ト絶縁になっています。
　以上、簡単に新開発のW2PPに
ついてご紹介しました。今までな
ら、パルスアイソレータを2台使
用しなければならない場面で、絶
縁されたパルス信号出力を2つもつ
W2PPがきっとお役に立てると思い

ます。
　エム・システム技研では、今後も
絶縁2出力をもつ各種小形変換器の
開発を計画しています。
　2出力製品やパルス信号変換器に
ついてご意見やご要望をお持ちの方
は、エム・システム技研ホットライン
までぜひご連絡ください。 ■

＊ みにまるは、（株）エム・システム技研の登録商
標です。

 【（株）エム・システム技研 開発部】
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こんな新製品もあります！

表1　W2PPとM2PPの主な仕様
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■	 エム・システム技研の環境保全への取組（1）
　環境保全については地球温暖化が世界的な問題として
取り上げられ、日々のニュース、新聞、雑誌などで特集が組
まれるなど、話題となる機会が多くなってきています。
　企業活動を行う上でも、地球温暖化防止を含む環境保
全の問題は無視できなくなりました。　
　今回と次回の2回にわたり、地球温暖化防止に関するい
くつかのキーワードとエム・システム技研の取組について、
簡単に紹介させていただきます。
　今回は、地球温暖化防止に関するキーワードについてご
紹介します。

地球温暖化防止のキーワード
　（1）京都議定書
　環境問題の話題の中に頻繁に出てくる言葉です。
　京都議定書は、1997年に京都で開催された「気候変動
枠組み条約第3回締約国会議」（COP3）で採択され、2005
年2月16日に発効しました。
　この議定書によって、1990年を基準年として2008〜
2012年の第1約束期間に6種類（二酸化炭素、メタン、亜酸
化窒素、ハイドロフルオロカーボン類（HFCs）、パーフルオ
ロカーボン類（PFCs）、六フッ化硫黄（SF6））の温室効果ガ
スを削減することが義務づけられ、日本は6％削減するこ
とを約束しています（なお、HFCs、PFCs、SF6につい
ては1995年を基準年にすることができます）。
　日本の場合、具体的には、2008年4月〜 2013年3月が
対象期間となります。実際の削減計画としては、省エネ法
（エネルギーの使用の合理化に関する法律）のトップラン
ナー方式注）と経団連環境自主行動計画の強化が、約束の
6％削減の目玉計画となっています。
　（2）気候変動枠組み条約
　1988年に設立された「気候変動に関する政府間パネル
（IPCC）」の報告などにより、国際的な取組の必要性が認識
され、1992年にブラジル・リオデジャネイロで開催され
た地球サミットにおいて155か国が「気候変動に関する国
際連合枠組条約」に署名、1994年同条約が発効しました。
　同条約では、温室効果ガス濃度を気候システムに対して
危険な人為的干渉を及ぼすことにならない水準で安定化
させることを究極の目的とし、締約国が率先して温室効果
ガス排出削減に取り組み、温室効果ガスの人為的排出のよ
り長期的傾向を是正させるような政策を策定し対応措置

を講じることを求めているほか、締約国のうちの先進国に
対して、途上国に気候変動に関する資金援助や技術移転
などの実施を求めています。
　前回の締約国会議（COP13）は2007年12月3日〜15日
にインドネシア・バリ島で開催され、次回は2008年12月1
日〜12日にポーランド・ポズナニでの開催が予定されて
います。
　（3）排出権取引
　京都議定書で採択された仕組みで、自国での温室効果
ガス削減目標以上の達成分または不足分を排出権として
市場で取引することです。
　昨今はODA（政府開発援助）を活用した排出権取得を
先進国が進めていて、先進国ではODAによる排出権取得
が削減目標達成のカギになると思われます。
　日本は国内での削減計画だけでは目標の6％削減が難
しいため、1.6％分を海外からの排出権取得でまかなう予
定であり、すでにインド、スリランカ、エジプトなどからの
排出権取得に合意しています。また、今後も合意国を増や
していくための交渉を進めています。

＊　　　＊　　　＊

　温室効果ガスの排出量を削減する技術については、日
本は世界の中で一歩抜きん出ていると見られています。
発電、自動車、電気製品を筆頭に、あらゆる分野で高い技術
力をもっています。燃料を輸入に頼ってきた国だからこそ
伸ばしてきた技術だと思います。
　次号ではエム・システム技研の取組についてご紹介し
ます。	 ■

〈参考文献〉
　●	環境省　http://www.env.go.jp/
　●	（財）省エネルギーセンター　http://www.eccj.or.jp/

注）トップランナー方式：エネルギー消費機器（自動車、電気機
器、ガス・石油機器等）のうち省エネ法で指定するもの（特定
機器＊	）の省エネルギー基準を、各々の機器において、エネル
ギー消費効率が現在商品化されている製品のうち最も優れ
ている機器の性能以上にする。（施行は1999（平成11）年4月）

＊特定機器：2007（平成19）年1月末現在で、以下の21機器が指定されて
いる。乗用自動車、エアコンディショナ、蛍光ランプのみを主光源とする
照明器具、テレビジョン受信機、複写機、電子計算機、磁気ディスク装置、
貨物自動車、ビデオテープレコーダ、電気冷蔵庫、電気冷凍庫、ストーブ、
ガス調理機器、ガス温水機器、石油温水機器、電気便座、自動販売機、変圧
器、ジャー炊飯器、電子レンジ、DVDレコーダ

　【（株）エム・システム技研　品質保証部】



簡単な回路から電流・電
圧・抵抗を測定してオー
ムの法則を学習

代表的な計装用信号変換器
の役割と特性をパソコンの
画面を見ながら学習

温度を制御対象にした実習
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トのための電力監視を学習

 関西支店（大阪市）日程  関東支店（横浜市）日程内　容

【お知らせ】「SCADALINX（スキャダリンクス）」コースの関西・関東会場での開催は、2007年 1月をもって終了しました。今後のサポートについては別途お問い合わせください。

コース名

関西会場（開催時間  9：30～17：00）
 （株）エム・システム技研 関西支店
 （大阪市西区江戸堀1-10-2　肥後橋ニッタイビル2F）

下記のコースの中から、ご希望のコースを1日単位でお選びいただけます。
受講料は無料です。お気軽にご参加ください。

関東会場（開催時間  9：30～17：00）
 （株）エム・システム技研 関東支店
 （神奈川県横浜市中区本町2-22　日本生命横浜本町ビル7階）

MKセミナーのお申込み
および お問合せ先

MKセミナーのお申込み
および お問合せ先

（株）エム･システム技研 セミナー事務局 （担当：井上）
TEL.06-6659-8200 / FAX.06-6659-8510

● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。

変換器の
アプリケーション

オームの法則

PID制御の基礎

省エネのための
電力監視

関西／関東MKセミナー
眠くならない実習主体の勉強会

受講料無料
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     （　 番、　番出口すぐ）

  ・交通案内
　・JR、市営地下鉄「関内駅」徒歩7分
　・みなとみらい線「日本大通駅」、「馬車道駅」徒歩5分

日本生命横浜本町ビル7階
エム･システム技研

関東支店

↓関東支店は2007年11月5日（月）より下記に移転しました。

肥後橋ニッタイビル2階
エム･システム技研

関西支店
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■ 展示会開催日程　　

■ エム・システム技研の主な出展機器　　

チャートレス記録計
73VR3100

リモートI／O
Ｒ7シリーズ

デジタルパネルメータ
47シリーズ

主　催：エム･システム技研　　　　 協　賛：各協賛出展会社 様
（会場により協賛会社が異なります。詳細はエム・システム技研のカスタマセンターまでお問い合わせください）

インタフェース＆データロギングソリューション

「2008  エム・システム  プロダクトフェア」
インタフェース＆データロギングソリューション

「2008  エム・システム  プロダクトフェア」

　エム・システム技研では、毎年ご好評をいただいております各地域での展示会を、2008年度は全国12会場にて「2008 エ
ム・システム  プロダクトフェア」の名の下に開催します。
　開催日時および会場につきましては、下記のとおりです。
　各展示会場では、当該地域の皆様のニーズ、ご要望に対応した商品の展示、協賛各社様のご出展を予定しており、とくにリ
モートI／O、データ監視用機器を中心に、関連した商品を展示します。
　各展示会の詳しい内容につきましては、展示会の案内チラシ、『エムエスツデー』誌 2008年5月号にてお伝えします。
　ぜひ皆様のスケジュールに加えていただき、お近くの展示会場へご来場いただきますようお願い申しあげます。

超薄形変換器
M6Dシリーズ

2008 エム・システム　プロダクトフェア についてのお問合せ先
（株）エム・システム技研　カスタマセンター   TEL.06-6659-8200 ／ FAX.06-6659-8510

入場無料
ご来場者の皆様に
粗品プレゼント

（詳細はエム・システム技研のカスタマセンターまでお問い合わせください）

　  開催日 開催地 会　場　名 住　所 TEL　

4月24日（木） 富 士 会 場  ロゼシアター  4Ｆ  第1会議室 静岡県富士市蓼原町1750 0545-60-2510

5月20日（火） 仙 台 会 場  イズミティ21  展示室 宮城県仙台市泉区泉中央2-18-1 022-375-3101

6月  5日（木） 刈 谷 会 場  刈谷市民会館  2Ｆ ぼたんの間 愛知県刈谷市大手町2-25 0566-21-2071

6月10日（火） 厚 木 会 場  プロミティあつぎ １Ｆ 小ホール 神奈川県厚木市中町4-16-21 046-221-7838

6月11日（水） 静 岡 会 場  静岡市民文化会館  4 F  C展示室 静岡県静岡市葵区駿府町2-90 054-251-3751

6月17日（火） 広 島 会 場  広島県立広島産業会館 西館  第４展示場 広島県広島市南区比治山本町16-31 082-253-8111

6月18日（水） 福 岡 会 場  福岡国際会議場  4Ｆ 中会議室411・412 福岡県福岡市博多区石城町2-1 092-262-4111

6月19日（木） 北九州会場 西日本総合展示場 新館（AIMビル3Ｆ）Ｄ展示場 福岡県北九州市小倉北区浅野3-8-1 093-541-5931

6月25日（水） 石 川 会 場  石川県地場産業振興センター  本館第5研修室 石川県金沢市鞍月2-1 076-268-2010

6月26日（木） 富 山 会 場  富山国際会議場  多目的会議室 201、202 富山県富山市大手町1-2 076-424-5931

7月23日（水） 長 野 会 場  ビッグハット若里ホール  2Ｆ  中会議室 長野県長野市若里3-22-2 026-223-2223

7月24日（木） 松 本 会 場  長野県松本勤労者福祉センター   長野県松本市中央4-7-26 0263-35-6286
  2Ｆ　第１会議室

●
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